
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

鈴子

アリス

レクイエム

バロック

12

罪人

0

花園

13
餓え

翼を

少年

蹴鞠

連行

儀式

63☆

29

「寒い雨の日のことだった。食べる物もなく、君達は寒さと飢えに震えながら身を寄り添い合っていた。 　このままだと死んでしまうだろう。そう思った時だった。 　ふと雨が止んだ。君達は虚ろな目で空を見上げると、そこには傘を差した一人の少年がいた。 　少年は君達をジッと見た後、「可哀想に」と言って手を差し伸べる。 　温かい手に優しい声。僅かに濡れた濡羽色の髪が美しく見えた。 　ジメジメとした雨とは正反対の晴れやかな明るい声で彼は言う。  「今日から僕達は家族だよ」  　その日から私達と彼は家族になったのだ」

「君は彼とよく遊んだ。君は鞠遊びが好きで彼とよく蹴鞠をしたものだ。 　だが彼は蹴るのが下手だった。自分を追い越して遠くに蹴ることなんてザラだ。その度に君は鞠を取りに行った。 　でも、君が鞠を取って来ると彼はとても嬉しそうな顔をした。 　だから、ついつい許してしまう。 　嗚呼、また彼と蹴鞠がしたい」

「君達は彼の父親に連れられる。理由はわからない。 　ただ彼の様子を見る限り、碌でもないことが待っているのは確かだ。 　彼は今までに見たことのないほど怖い顔で父親に掴み掛かっている。  「こんな小汚い物共でも役に立てることがあるんだ。光栄だろう？」  　その言葉に彼は激昂するが、他の男達に腹を殴られ、連れて行かれてしまった。 　君達はすぐに彼の下に駆け寄ろうとするが、首輪があってそれも叶わない。 　君達は彼のことを呼びながら、奥へと連れて行かれた」

「激しい飢餓感が君達を襲う。もうどれだけの間、何も口にしていないだろうか？ 　そんな中、目の前に何かが置かれる。食べ物だ。 　もう満足に身体を動かすこともできないけど、無理矢理にでも身体を動かそうとする。 　何でもいいから食べたい。お腹が空いた。 　でも、首から下は地面に埋められている為、それすらも叶わない。 　そしてそのままあの男が近付いて来て、君達の首を刀で叩き斬った」
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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効果
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姉妹からの対話判定+1

射撃マニューバ出目+1

以後、ターン終了まであなたの攻撃判定の出目+1

攻撃マニューバのダメージ+1してもよい。 ただし、その際に「切断」「爆発」「転倒」「連撃」「全体攻撃」は失われる

＋２

＋１

肉弾１

+1
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移動１

支援１

肉弾１

（ほとけかずら）支援1か妨害1

防御1+爆発無効

射撃攻撃5

高いところから撮った写真、きれいな風景だ

真っ赤な鞠

次に使うマニューバコストー１

移動１

移動１

妨害１
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